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１｜ 広報戦略推進事業

１

観光や産業振興・移住定住促進といった各分野において、より効果的に

成果を上げていくため、これまで統一がなされていなかった四万十町のＰ

Ｒにおけるコンセプトを「広報戦略」として取りまとめ、地域や企業を巻

き込んだ取り組みとして展開していくことで、「外部から見た四万十町の

統一されたイメージの定着」を図る。

目 的

令和元年度 ｜ 四万十町の広報のお約束（広報戦略）の策定

〉ＬＧＩ（ＰＲにおけるコンセプト）の確立

〉ＬＧＩに基づいた公式ロゴ・公式エンブレムの作成 など

令和２年度 ｜ 町内外への普及に向けた取り組みの検討・実施

〉ホームページ（フロントページ）のリニューアル

〉公用封筒・看板などのデザインリニューアル

〉健康ステーション事業「あるく」のプロモーション

〉エコバックを使ったプロモーションの検討

〉アンケートによる効果検証 など

令和３年度 ｜ 町内外への普及に向けた取り組みの実施

〉エコバックを使ったプロモーションの推進

〉町の重要事業におけるプロモーションの推進

〉公式ロゴ・公式エンブレムの無料ダウンロード など

（予定含む）

事 業 の 流 れ 〉〉〉３か年



１｜ 広報戦略推進事業

２

令 和 ２ 年 度 の 成 果

▲四万十町公式ホームページ（フロントページ）

◀四万十町公式インスタグラム

フォロワー数は四国内の自治体 No１

高知新聞でも紹介された



２｜ 情報共有促進事業

３

広報紙は71％（20～30代では67％）、回覧文書は77％（20代～30代では

47％）の割合で、町民の方に見られている。それでも、「情報が分かりに

くい。」「内容が分かりにくい。」という声があることから、情報を「伝

えて」はいる（発信はできている）が、それが「伝わって」いない（理解

されていない、行動に結びつかない）ことが考えられる。「伝わる」発信

ができれば、問い合わせ（電話対応や窓口対応、クレーム対応など）が減

ることによる業務の効率化（残業が減る）や、事業の効果アップが期待で

きる。（利用者増、来客数増、健診受診率増など）

「伝わる」情報発信術を身につけ、情報発信の基本となる通知文書や回

覧、広報紙を充実させたうえで、さらなる情報発信の効果（各事業の効果

アップ）を図るため、ライン等の新たな発信媒体の活用も推進する。

目 的

令和２年５月～ ｜ 四万十町の広報の見直し

〉四万十町通信（広報紙）のリニューアル

〉公式LINEなどを使った分かりやすく迅速な情報発信

〉参加者延べ90名以上

事 業 の 流 れ

令和２年８月 ｜ 「伝わる」広報を進めるための職員研修

令和３年２月



２｜ 情報共有促進事業

４

成 果
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１章

すぐに使える

10のデザイン
ルール



女性は淡いピンクや水色などのパステルカラー、男性は黒や紺などのシックな色

を好む傾向にある。また、男性には力強い太字のゴシック体、女性には華麗で上品

なイメージの明朝体が好まれがち。さらに、女性ファッション誌でも見るように、

10～20代向けはポップでかわいらしいデザイン、30～40代向けは大人っぽく落ち着

いた雰囲気のデザインが好まれる傾向にある。

まず、誰に伝えたい情報なのかを考えて、住民ニーズに合わせたアプローチをす

ることで、興味を持ってもらえる確立がグッと上がる。

通知文書やチラシなどを作るとき、『何を』『誰に』『どうやって伝えるか』、

読み手に『どうしてほしいのか』を考える。この『どうしてほしいのか』が『目的』。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ➊

目的を決める
順序立てて可視化させる

▶例えば

高齢者に介護保険制度を周知するときの目的は、

「高齢者の介護を社会全体で支え合う制度で、いざというときに、介護申請をする

ことで介護サービスが受けられることを知ってもらうこと」。

➊ 何を ･･････ 介護保険制度

❷ 誰に ･･････ 高齢者

❸ どうやって伝えるか ･･････ 通知書を作成して送付

❹ どうしてほしいのか ･･････ 介護サービスが受けられること、介護保険料をな

ぜ支払う必要があるかを理解し、納得してもらう。

ルール ❷

ターゲットを定める
誰に伝えるのかを考える

▶例えば



どんな書面でも、パッとすぐに目に入って、スッと理解できるようにする必要があ

る。そのためにまずは、写真やタイトルを目立たせて、読み手の興味を惹かせる。

通知書やお知らせであれば、デザインの優先順位は【タイトル＞見出し＞本文】

チラシやポスターであれば、伝えたい情報に関連した写真やイラストをメインに使う

と効果的。

人が、興味があるかないかを判断する時間は、わずか0.3秒。

一瞬で関心を惹くには、見た目が何よりも重要。紙面を上下に分け、上７割は写真

やピクトグラム、キャッチコピーを配置し、概要などの詳細は下３割にするだけで、

見違えるようなチラシ・ポスターを簡単に作れる。上（写真やピクトグラム）の割合

を増えせば増やすほど、よりインパクトの強いものを作ることができる。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❸

優先順位をつける
何を一番伝えたいのか考える

▶例えば

ルール ❹

で紙面をつくる
「もっとよく見たい」と思わせる

▶例えば

情報を的確かつ効果的に伝えるためには、伝えたいことを絞りこむ必要がある。

伝える内容に関する情報を集めたら、そこから余分な情報は削ぎ落して、これだけは

絶対に伝えたいということだけに絞り込む。

７:３



H A P P Y H O L I D AY S

文字間を使い分けることで、印象を変えることができる。

WordやPowerpointなどのOfficeでは「フォント」➝「詳細設定」➝「文字幅と間隔」

で文字の間を詰めたり、空けたりすることができる。

文字の間を詰めると切迫した印象となり、空けると優しい印象を与えることができる。

作るものの内容によって、文字の間を効果的に変えることで伝わるデザインになる。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❺

写真とピクトを活用する
一目で伝わるようにする

▶例えば

ルール ❻

見出しの印象を工夫する
文字を効果的に変化させる

▶例えば

適した写真がないときは、「ぱくたそ（https://www.pakutaso.com）」と双子のフ

リー素材アイドル「Mika+Rika（http://mika-rika-free.jp）」からダウンロードできる。

また、ピクトグラムは「ヒューマンピクトグラム 2.0（http://pictogram2.com）」

「ICOON MONO（http://icooon-mono.com）」からダウンロードできる。

身近に使われているピクトグラム

イラストよりも写真のほうが人の目を惹きつけ、訴求力が格段に上がる。特に人物

写真は、チラシやポスターでダイナミックに使うと、印象を劇的に変えることが可能。

また、お年寄りや小さな子どもでも、パッと見てイメージができるようにするため

有効なのが、絵文字・絵単語という意味を持つ「ピクトグラム」。イラストとは異な

り、シンプルな形、色なので直感的にイメージを伝えることができる。

振り込め詐欺に注意！ 振り込め詐欺に注意 !

緊張感を与えたいときは、太文字にして文字の間を詰める

おしゃれにしたい場合は、縁取り文字。淡い色をシンプルに使うと柔らかい印象に。

HAPPY HOLIDAYS



まずはメインの色を考える。メインの色は伝えたい情報のイメージに沿ったものを

選ぶと効果的。（下記参照）

全体の７割を白、２割がメインの色、１割は他の色というバランスでデザインする

と、ごちゃごちゃしない。

応用で、背景色をメインの色にする場合は、７割がメインの色、２割は白、１割は

他の色とすると、メインの色のイメージが強調され、より引き立つデザインに。

色をたくさん使うことはプロのデザイナーでも難しいと言われてれおり、使う色の

系統は最小限にすることがポイント。メインの色が決まったら、その色に近い色（青

と水色、緑と黄緑など）で配色していくと、スッキリと見やすいデザインになる。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❼

イメージに合う色を選ぶ
見やすく、優しいものをめざす

▶例えば

赤

ピンク

オレンジ

黄色

緑

青

黒

高揚｜情熱｜強さ｜興奮

ポップ｜かわいい｜若さ

暖かさ｜賑やか｜食欲促進

明るさ｜危険｜活発

癒し｜新鮮｜自然

信頼｜冷静｜清潔感

高級感｜重厚｜気品



全体的に余白を多くとるデザイン・レイアウトにすると、安心感が生まれる。逆に、

文字が多くなると、圧迫感を与えてしまう。

また、上下左右に同じ余白を持たせると、バランスがよい紙面になる。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❽

余白＞文字にする
余白を優先して情報を絞る

▶例えば

高齢者などから、文字を大きく太くしてほしいと言われた場合、要望通りに文字を

大きく太くしてしまうと、限られた紙面のなかで、行間や文字間を詰めなくてはなら

なくなり、全体的にとても窮屈なものになってしまう。

住民サービス向上のためと思ってしたことが、かえって逆効果になる場合もあるこ

とを認識してデザインすることが大切。

NG：文字を大きく、太くした場合

パブリックコメントは、行政に住民が関
わることで、何が行われているかはっき
りとわかるようにしながら、大切なこと
を決めていき、まちづくりを進めること
を目的としています。

OK：余白を意識してデザインした場合

パブリックコメントは、行政に住民が関わるこ
とで、何が行われているかはっきりとわかるよ
うにしながら、大切なことを決めていき、まち
づくりを進めることを目的としています。



ワードアートに色を使うと見にくくなることがある。また、３Ｄを使うと素人らし

くなり、ＰＯＰ体を使うと安っぽくなる。（安売りのチラシや値札には、ほぼＰＯＰ

体が使われている。安く見せる場合はＰＯＰ体が有効。）

ワードアートは強い印象を与えるためによく使われるこが多い一方、同時に見やす

さと読みさすさを失うことになるケースがある。

これは、デフォルトでワードアートに色がついていることが原因としてあり、装飾

をし過ぎず、シンプルにすることが読みやすさ、見やすさにつながるため、色を付け

ないようにする。

また、「余白恐怖症」という言葉があるくらい、余白があると「もったいない」

「何か入れないと間が抜けて見えるのでは」と思う人が多数いる。余白のないデザイ

ンはごちゃごちゃして、伝えたいものが何か曖昧になってしまいがちなため、物足り

ないと思ってもグッとこらえて、シンプルな装飾やデザインを心がけると、住民に寄

り添ったものを作ることができる。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❾

無駄な装飾をしない
ワードアートはシンプルにする

▶例えば

親子教室のお知らせ

親子教室のお知らせ 親子教室のお知らせ

色を使わないことで、すっきりした印象になり、文字が読みやすくなる。インパク

トを与えるために、太いゴシック体を使うと効果的。



障がいのある人が社会生活を送るなかで、障壁（バリア）となるものを除去するこ

とを「バリアフリー」ということに対し、人種、性別、子どもからお年寄りなども含

めたすべて（ユニバーサル）の人にとって、生活しやすい社会を設計（デザイン）す

ることを「ユニバーサルデザイン（ＵＤ）」といわれている。

この考え方は、社会的広まりを見せており、自治体にとって欠かすことのできない

考え方となっている。

iPhoneの標準フォントには「ヒラギノ角ゴ ProN W3」というフォントが使用されて

おり、ゴシック体は、誰にでも比較的見やすく、読みやすい基本となる書体となって

いる。現在使用できるフォントでは、「游ゴシック」が一般的。使う文字をしっかり

考えることもデザインの一つで、ターゲットや伝える情報に適したフォントにするこ

とと合わせて、子どもからお年寄りまで、幅広く伝える場合は、誰にでもわかりやす

く、伝わるものを意識する。

すぐに使える 10のデザインルール

ルール ❿

ＵＤを意識する
書体（フォント）にも気を配る

游ゴシック：シンプルで見やすい

▶例えば

最後の清流、四万十川。

地球にいちばん近いまち。

本日、冷凍食品半額！

IPAmj明朝：華麗で上品

HGP創英角ポップ体 ： 安い



２章

わかりやすいと苦情が減る

通知書・
お知らせ



分かりやすいと苦情が減る 通知書・お知らせ

✕ありがち通知書

・フォントがほぼ同じサイズ

・文字の太さが同じ

・書体が細い明朝体

・パッと目を惹かない

・メリハリがない

〇伝わる通知書

・白黒反転でパッと見やすい

・見出しと本文がくっきり

・項目ごとに強弱をつける

・書体の太さに緩急をつける

・見出しはゴシック体

・行間・バランスも意識する

・グレーを使い柔らかな印象に

point

アリバイ作りのための通知書ではなく、手に取った

住民がどのように読んで、どう思い、どう行動する

かまで予測しながら作る。白黒印刷でも、濃淡を変

えるだけで、見た目も効果も抜群なデザインが可能。



分かりやすいと苦情が減る 通知書・お知らせ

✕ありがち通知書

・タイトルが２行で⾧い

・文章ばかり

・無駄な余白が多い

・行間が空きすぎている

・お役所言葉が多い

〇伝わる通知書

・白黒反転でパッと見やすい

・Ｑ&Ａ方式で共感を得る

・表で数字の動きが一目でわかる

・数字は大きく、単位は小さく

point

パッと理解してもらう近道は、伝えたい情報を住民

の疑問に答える形で書く「Q&A方式」にすること。

過去の問い合わせや苦情を把握し、住民の疑問の傾

向をつかんだうえで、通知でこの疑問に答えること

ができれば、問い合わせや苦情削減につながる。

※サンプル



分かりやすいと苦情が減る 通知書・お知らせ

✕ありがち通知書

・メリットがわかりにくい

・意味のないリボン

・意味のないイラスト

・情報が多すぎる

・問い合わせ先が小さい

〇伝わる通知書

・白黒反転でパッと見やすい

・文字で内容が強調されている

・メリットがわかりやすい

・ポイントが絞られている

point

どのようなメリットがあるのかを「３点」に絞って

強調することで興味を惹くことができる。また、手

続きが簡単なことを伝えるため、「２つのステップ

だけ」で登録ができると案内することで、面倒では

ないことを伝えるデザインにする。

※サンプル



分かりやすいと苦情が減る 通知書・お知らせ

✕ありがち通知書

・タイトルが小さい

・前書きが⾧い

・問い合わせ先が小さい

・疑念を解消していない

・期日がわかりにくい

〇伝わる通知書

・タイトルが大きく一目でわかる

・前文がスッキリ短くわかりやすい

・Ｑ&Ａで疑念を解消している

point

住民に「お願い」をするときの通知書は、「こんな

にやらなきゃいけないのか」と住民が感じないよう

に、スッキリとしたデザインにすることが重要。

「いつまでに・どのように・どうすればよいのか」

をしっかりとわかるように伝えることがポイント。

※サンプル



３章

情報の主役がパッと伝わる

チラシ



情報の主役がパッと伝わる チラシ

✕ありがちチラシ

・ポップ体で安っぽい印象

・楽しさが伝わらない

・枠や図形を多用

〇伝わるチラシ

・パステルカラーでかわいらしい

・全体的に丸みをもたせ優しい雰囲気

・親子の写真で共感を得やすい

point

子育て世代にまちの事業への関心をもってもらうに

は、「行政なのにおしゃれ」という「ギャップ」が

有効。今までにない行政のイメージを提供すること

で、子育て世代の興味を惹いて、まちの事業への共

感が生まれやすくなる。



情報の主役がパッと伝わる チラシ

✕ありがちチラシ

・パッと目につかない

・文字ばかりで読む気にならない

・内容が複雑でわかりづらい

〇伝わるチラシ

・一目でパッと見やすい

・対象者の写真で訴求力UP

・どれぐらいお得かが明確

point

インターネット社会となり、特に若い世代は多くの

情報に囲まれています。その中から行政のお知らせ

に関心をもってもらうためには、「写真」のチカラ

がとても重要。メインビジュアルに大きく写真を使

うことで、訴求力がUPする。



情報の主役がパッと伝わる チラシ

✕ありがちチラシ

・一瞬で内容を理解できない

・意味が通じないイラスト

・説明文が⾧い

・文字にメリハリがなく目立たない

〇伝わるチラシ

・要点が絞られわかりやすい

・ピクトグラムが大きく、内容が

イメージしやすい

・目に優しい配色と書体

point

高齢者には、直感的に内容を理解してもらうことが

重要。一番効果的なのが「ピクトグラム」を大きく

使うこと。また、何を伝えたいのかを３点程度に絞

り込み、それがパッと伝わるように文字の強弱など

を意識してデザインすると効果的。
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